
小
松　

実

千
葉
市
花
見
川
区

総
務
防
災
常
任
委
員

加
藤　
英
雄

柏
市

県
土
整
備
常
任
委
員

丸
山　
慎
一

船
橋
市

健
康
福
祉
常
任
委
員

岡
田　
幸
子

市
川
市

文
教
常
任
委
員

　

日
本
共
産
党
は
、
館
山
・
南
房
総
の
行
政
、
商
工
会
議
所
、

中
小
業
者
・
商
店
、
観
光
、
農
漁
業
者
な
ど
と
懇
談
し
、
6

月
県
議
会
で
地
域
経
済
活
性
化
の
施
策
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

県
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で

　

若
者
や
子
育
て
世
代
が
定
住
で
き
る
街
を

　

懇
談
で
は
、「
2
つ
の
半
導
体
工
場
が
撤
退
し
、
多
数
の
失

業
者
が
で
た（
館
山
市
）」、「
観
光
客
の
多
く
が
素
通
り
」、「
跡

継
ぎ
が
い
な
い
」
な
ど
悲
痛
な
声
と
、「
若
者
や
子
育
て
世
代

の
働
き
口
が
ほ
し
い
。
人
口
減
少
を
食
い
止
め
た
い
」
と
の
訴

え
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
、
地
域
で
必
死
に
頑
張
っ
て
い
る

人
た
ち
の
声
と
知
恵
を
集
め
、
地
元
に
あ
っ
た
総
合
的
な
経

済
振
興
策
を
す
す
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

　

新
た
な
産
業
を
お
こ
し
、
仕
事
づ
く
り
を

　

原
発
に
代
わ
る
太
陽
光
、
風
力
、
小
水
力
、
潮
力
な
ど
再

生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
、
新
た
な
地
域
産
業

と
仕
事
づ
く
り
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。
賃
金
は
地
元
の
消

費
に
回
り
、
景
気
回
復
に
も
有
効
で
す
。

　

農
業
残
さ
、
家
畜
排
せ
つ
物
、
間
伐
材
な
ど
バ
イ
オ
マ
ス
を

利
用
し
た
ボ
イ
ラ
ー
、
発
電
な
ど
へ
の
助
成
制
度
を
つ
く
り
、

促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

６
割
が
未
利
用「
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
」

　

補
助
金
で
誘
致
し
た
旧
Ｉ
Ｐ
Ｓ
社
は
撤
退

　

知
事
が
言
う
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
料
金
引
き
下
げ
や
圏
央
道
全

面
開
通
、
企
業
団
地
造
成
な
ど
で
地
域
経
済
が「
元
気
」に
な
る

で
し
ょ
う
か
。

　

木
更
津
・
君
津
に
あ
る「
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
」の
企

業
用
地（
１
４
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
）は
６
割
が
未
利
用
で
す
。
50
億

円
も
の
県
補
助
金
で
茂
原
市
に
誘
致
し
た
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
液
晶

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
旧
Ｉ
Ｐ
Ｓ
社
）
は
わ
ず
か
７
年
余
り
で
撤
退

し
、
地
元
経
済
と
雇
用
に
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　

千
葉
大
学
の
関
谷
昇
准
教
授
も
「（
道
路
な
ど
を
）
造
れ
ば
な

ん
と
か
な
る
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
地
元
に
お
金
が
ど
う
回

る
か
と
い
う
広
域
的
な
経
済
戦
略
を
も
つ
べ
き
」（
日
経
新
聞

２
０
１
３
年
5
月
24
日
）
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
大
企
業
呼
び

込
み
方
式
を
反
省
し
、
地
元
に
根
付
い
た
産
業
を
育
て
る
方
向

へ
舵
を
き
り
か
え
る
べ
き
で
す
。
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デフレ不況打開のカギは
国民所得を増やすこと

　大企業の内部留保の一部を活用し、
　賃上げと雇用、下請けの適正価格を

　大企業の内部留保は260兆円。そのわずか

1％を活用するだけで、8割の企業で月額1万

円の賃上げが可能です。

　労働コスト削減を求める経団連の意向に沿っ

た雇用「改革」では、日本中、ブラック企業だら

けになります。正社員が当たり前の雇用のルー

ルこそ必要です。

　消費税増税など20兆円もの
　国民への負担増は大不況推進策

　所得が増えないもとでの大増税・負担増の

押しつけは、消費をさらに冷え込ませます。不

要不急の巨大開発の浪費をやめ、多国籍企業

や株で大儲けしている人たちに応分の負担を

求めれば、消費税に頼らずに福祉の財源をつ

くることができます。

　県内農林漁業に大打撃
　地場産業をつぶすＴＰＰ参加やめよ

　ＴＰＰに参加すれば、県の試算でも農業産

出額は4009億円から2990億円へと4分の

1も減少し、コメは半減、乳用牛は消滅です。

食の安全も、医療・皆保険制度も、公共事業

の地元優先発注も脅かされます。

　県議会で自民党は、二度も「交渉参加反対」

の意見書に賛成しています。公約違反は許さ

れません。

　7月の参議院選挙で、安倍政権の暴走に対決し、対案を示した
日本共産党は、改選前の 3議席から 8議席へ大躍進。非改選と合
わせて 11 議席となりました。この力をバネに、みなさんの期待
に応えて、県民の命と暮らし、平和を守りぬきます。

巨
大
道
路
建
設
・
大
企
業
呼
び
込
み
の
や
り
方
は
、も
う
や
め
よ
、と
知
事
に
迫
り
ま
し
た

参院選大躍進
11議席へ

消費税増税中止・原発ゼロ・9条まもれ

住
み
よ
い
千
葉
県
を
め
ざ
し
て

　

憲
法
9
条
を「
改
正
」し
、〝
国
防
軍
〟を

つ
く
り
、
ア
メ
リ
カ
軍
と
一
緒
に
海
外
で

戦
争
で
き
る
国
に
し
よ
う
と
す
る
安
倍
政

権
。
そ
の
や
り
方
も
「
ナ
チ
ス
の
手
口
を

学
べ
」（
麻
生
副
総
理
）
と
い
う
、
と
ん

で
も
な
い
も
の
で
す
。
元
千
葉
県
議
・
自

民
党
県
連
幹
事
長
の
金
子
和
夫
さ
ん
も

「
今
の
自
民
党
は
危
う
い
。
お
ご
り
暴
走

し
て
い
る
」（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
２
０
１
３

年
7
月
17
日
）と
の
べ
て
い
ま
す
。

　

紛
争
が
起
こ
っ
て
も
戦
争
に
し
な
い
、

こ
れ
が
世
界
の
流
れ
、
9
条
の
立
場
そ
の

も
の
で
す
。
い
ま
、
国
民
主
権
、
恒
久
平

和
、
生
存
権（
25
条
）な
ど
基
本
的
人
権
を

掲
げ
る
憲
法
を
日
本
の
外
交
、
暮
ら
し
に

い
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
戦
争
す
る
国
」は
ゆ
る
さ
な
い

憲
法
を
生
か
す
政
治
を
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参院選大躍進
11議席へ



地域の景気回復へ
館山・南房総を訪問
　　　　  小松  実県議
　小松県議（左）は、館山市と南房

総市白浜を訪れ、地元の経済を活性

化させようと頑張っている方と懇談

し、どんな地元経済の振興策が必要

か、要望や意見を伺いました。

　政府の社会保障制度国民会議の報告は、医療、介
護、年金、保育の全分野にわたる改悪のオンパレード。
その一方で、消費税増税の必要性を強調しています。
これでは庶民はたまりません。

選挙が終わったとたん
社会保障改悪ズラリ

　

長
引
く
不
況
と
社
会
保
障
切
り
す
て
で
、
県
民
の
生
活
の
土
台
が
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
、
県
政
に
は
国
の

悪
政
か
ら
の
防
波
堤
と
な
っ
て
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
代
を
は
じ
め
県
民
の
暮
ら
し
を
さ
さ
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
養
護
施
設
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
の
未
耐

震
施
設
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

い
ざ
と
い
う
時
、
安
全
が
守
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
は
、
県
が
未
耐
震
施
設

に
耐
震
診
断

や
耐
震
補
強

工
事
の
計
画

を
だ
す
よ
う

強
く
指
導
す

る
べ
き
と
要

求
し
ま
し

た
。県
は「
検

討
し
た
い
」

と
答
え
ま
し

た
。

保健所、福祉施設の耐震化を早期に

暮らしが
大変です

国民会議の社会保障改悪プラン

銚子連絡道 現地で調査
　　　　加藤英雄県議
　加藤県議（右2人目）は、建設が

進められている銚子連絡道の現地

（匝瑳市）を調査。当初の道路ルー

トが変更され、集落を突き抜ける

ようになった地区では、住民の方

が「最初の計画通り、もっと南に

道路を」と話していました。ＪＲにバリアフリー促進を要望
　　　　丸山慎一県議
　丸山県議（前列右2人目）は、障

害者のみなさんと一緒に、点字ブ

ロックの整備や駅のバリアフリー

化の促進などでＪＲ千葉支社と懇

談しました。

給食の食材は安全なものを
　　　　岡田幸子県議
　岡田県議（前列中央）は、食文化

研究会のみなさんと一緒に県と交

渉しました。ＴＰＰ参加によって

食の安全基準が危うくなり、外国

産の急増が懸念されるもとで、学

校給食の食材の安全確保を要請し

ました。

社会福祉施設で未耐震が増加
	 	 2010年4月	 2012年4月
	 全棟数	 未耐震	 全棟数	 未耐震
児童養護施設	 58	 20	 66	 24
老人デイサービス	 452	 26	 596	 47
障害者福祉サービス	 134	 25	 176	 35
老人保健施設	 121	 1	 116	 3
	　　　　　　　　　　　　　　　	（千葉県調べ）

放
射
能
除
染
、福
祉
施
設
耐
震
化
、特
養
増
設
、少
人
数
学
級
促
進

保
育　

医 

療　
　

介   

護　
　

年 

金

・公的責任を投げ捨てる「新システム」推進
・規制緩和による質の引き下げ

・70～74歳の窓口負担倍増（1割→2割）
・入院時の給食の患者負担引き上げ
・紹介状がない大病院の受診に定額負担導入
・保険料アップにつながる、国民健康保険の都道府県運営への移行

・要支援1と2を保険給付から除外
・一定以上の所得者の負担引き上げ
・施設の居住費・食費を軽減する補足給付の対象縮小
・特養ホームから、「軽度者」のしめだし
・デイサービスを削減

・支給額を減らすマクロ経済スライドの毎年実施
・支給開始年齢の引き上げの検討
・「高所得者」への支給額を削減。課税を強化

　

今
な
お
福
島
原
発
事
故
の
放
射
能
汚
染
の
影
響

は
深
刻
で
す
。
県
は
、
基
準
を
超
え
た
河
川
を
立

ち
入
り
禁
止
に
し
ま
し
た
が
、
ロ
ー
プ
１
本
張
っ

た
だ
け
と
い
う
お
粗
末
ぶ
り
で
す
。県
道
・
通
学
路
、

河
川
の
除
染
の
遅
れ
は
一
刻
も
放
置
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
県
は
、
地
元
住
民
・
自
治
体
の
納
得
と

合
意
を
得
な
い
ま
ま
、
手
賀
沼
終
末
処
理
場
一
時

保
管
施
設
へ
の
高
濃
度
放
射
性
焼
却
灰
の
持
ち
込

み
を
強
行
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
県
に
猛

省
を
促
す
と
と
も
に
、
最
終
処
分
場
設
置
も
安
全

を
確
保
し
、
住
民
合
意
を
大
原
則
に
す
る
よ
う

強
く
求
め
ま
し
た
。

　

い
じ
め
、
体
罰
、
学
力
な
ど

学
校
教
育
が
抱
え
る
課
題
は
重

大
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
を
大
切
に
し
た
教
育
を
す
す

め
る
た
め
に
、
少
人
数
学
級
の

拡
大
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
国
が
今
年
中
止

し
た
こ
と
に
あ
わ
せ
て
、
県
も

少
人
数
学
級
の
拡
大
を
や
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
滋
賀
県
や
群

馬
県
で
は
、
県
単
独
で
正
規
教

員
を
採
用
し
、
少
人
数
学
級
を

拡
げ
て
い
ま
す
。

　

率
先
し
て
必
要
な
正
規
教
員

を
確
保
し
、
少
人
数
学
級
を

推
進
し
て
こ
そ
、「
教
育
立
県
」

と
言
え
ま
す
。

放射能除染の遅れは重大
子どもの命と健康最優先に

必要な正規教員を確保し
県独自に少人数学級推進を

　

千
葉
県
の
特
養
ホ
ー
ム
定
員
（
高
齢
者
人

口
比
）
は
全
国
最
低
ク
ラ
ス
。
県
は
、
建
設

補
助
金
を
３
０
０
万
円
に
引
き
下
げ
た
た

め
、
増
設
を
求
め
る
県
民
か
ら
強
い
批
判
を

う
け
、
６
月
議
会
で
、
４
０
０
万
円
に
戻
し
、

建
設
数
を
８
０
０
人
か
ら
１
３
４
０
人
分
に

増
や
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
れ
で
も
、
県
の
計
画
で
は
、
要

介
護
度
５
の
人
が
２
年
待
っ
て
も
入
れ
ま
せ

ん
。
日
本
共
産
党
は
、
市
町
村
任
せ
に
せ
ず
、

県
が
待
機
者
解
消
に
向
け
た
計
画
を
持
っ

て
、
増
設
す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

特養ホーム1万9千人入れず
建設補助400万円（　）に戻す一 人

あたり


